
◆
あ
な
た
に
も
で
き
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
付
き
、
話
を
聴
い
て
、
支
援
に
つ

な
ぐ
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
に
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

❶
気
付
く

　
身
近
な
人
の
普
段
と
違
う
様
子
に
気
付

い
た
ら
、
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。
心
理
的

に
追
い
込
ま
れ
る
と
、「
死
ぬ
し
か
な
い
」

「
孤
立
し
て
い
る
」と
感
じ
ま
す
。
声
を
掛
け

る
こ
と
で
１
人
で
は
な
い
と
気
付
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

❷
傾
聴
す
る

　
悩
ん
で
い
る
人
の
話
を
親
身
に
な
っ
て
聴

き
ま
し
ょ
う
。
否
定
せ
ず
に
聴
く
こ
と
で
、

悩
ん
で
い
る
人
も
本
来
の
自
分
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
傾
聴
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
と
っ
て
最
大
の
支
援
と
な
り
ま
す
。

❸
つ
な
ぐ

　
落
ち
込
み
が
ひ
ど
い
と
き
は
、
表
１
に
示

す
よ
う
な
相
談
窓
口
を
紹
介
し
た
り
、
か
か

り
つ
け
医
、
精
神
科
な
ど
の
受
診
を
勧
め
た

り
し
て
く
だ
さ
い
。

表 １　相談窓口の一例（年末年始と祝日を除く）
相談窓口 電話番号 開設時間など

市役所健康福祉課 76-2111
月曜～金曜日
午前８時半から
午後５時まで

自殺予防電話相談
（こころほっとライン）080-6012-5560

月曜～金曜日
午前９時から
午後４時まで

こころの健康相談 0570-064-556
月曜～金曜日
午前９時から
午後４時半まで

盛岡いのちの電話 019-654-7575
月曜～土曜日
正午から午後９時まで
日曜日
正午から午後６時まで

　
平
成
24
年
に
自
死
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
、
全
国
で
約
２
万
８
千
人
と
な
り
ま

し
た（
警
察
庁
統
計
暫
定
値
）。
15
年
ぶ
り
に
３
万
人
を
割
り
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
多
く
、
ま
た
、
若
い
世
代
で
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　

　
悩
ん
で
い
る
人
を
救
う
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
の
支
え
合
い
が
大
切
で
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

気
付
い
た
ら
話
を
聴
き
ま
し
ょ
う

 

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

身近な人で、最近このようなことはありませんか？

身なりに構わなくなった

職場などを無断欠勤

酒の量が増えた

感情が不安定

興味があったことに
関心を示さない

体の不調を訴える

食欲が
なくなった

眠れていない
よう

好
ま
し
く
な
い
対
応

よ
い
対
応

○無理なく話せる環境
「ちょっと一息どう？」「困ったことでもあった？」
○心配していることを伝える
「元気なさそうで心配してたよ」
○悩みを真剣に受け止める
「そうだったんだ…大変だったね」
○相手の気持ちに寄り添いねぎらう
「つらかったね。よく頑張ったね」

○話をそらす「つらいとか、重い話はしない！」
○相手の言い分を否定
「それは思い込み。
　　私の方が大変だって！」
○一方的に説得
「こうすれば、絶対いいって！」
○安易な解決法、根拠のない励まし
「サラ金とかでなんとかなるさ。元気出して！」

◆
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
を
学
ぶ

　
各
地
区
の
民
生
委
員
定
例
会
で
、
民
生
委

員
の
皆
さ
ん
に
、
悩
ん
で
い
る
人
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
２
役
を
演
じ
て
も
ら
い
、
声
の

か
け
方
や
話
の
聴
き
方
な
ど
を
学
ん
で
も
ら

演じることによって悩みを
持つ人の気持ちを理解する
ことができました

市ではキャンペーンなどを
通じてこころの健康の大切
さを伝えています

市
教
育
振
興
推
進
運
動
大
会
を
開
催

　
市
教
育
振
興
推
進
運
動
大
会
が
２
月
16
日
、
松
尾
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、

関
係
者
や
児
童
・
生
徒
な
ど
約
２
３
０
人
が
出
席
し
、

教
育
振
興
運
動
の
事
例
発
表
な
ど
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
教
育
振
興
運
動
は
、
子
ど
も
の
学
力
向
上
や
健
全
育

成
を
目
指
す
目
的
で
、
昭
和
40
年
に
岩
手
県
が
独
自
に

始
め
た
運
動
で
す
。
近
年
は
、
読
書
や
家
庭
内
学
習
、

地
域
の
世
代
間
交
流
な
ど
、
各
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
平
笠
、
柏
台
、
安
代
の
３
つ
の
実
践
区

が
自
ら
取
り
組
ん
だ
運
動
を
発
表
。
平
笠
地
区
は
家
庭

で
の
ゲ
ー
ム
の
時
間
を
減
ら
す「
ノ
ー
ゲ
ー
ム
週
間
」、

柏
台
地
区
は
テ
レ
ビ
を
観
る
時
間
を
減
ら
す「
メ
リ
ハ

リ
テ
レ
ビ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
安
代
地
区
は
伝
統
芸
能
を

■
市
教
育
委
員
会
児
童
生
徒
表
彰
受
賞
者

（
敬
称
略
）

▼
文
化
部
門　
対
象
者
な
し

▼
ス
ポ
ー
ツ
個
人

祖
利
目
大
晟（
寄
木
小
６
年
）、松
浦
和
啓（
平

舘
小
６
年
）、
高
橋
和
優（
松
尾
中
３
年
）、

津
志
田
亜
睦（
西
根
一
中
１
年
）、小
林
蓮（
西

根
一
中
３
年
）、
山
本
希
歩（
安
代
中
３
年
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
団
体

大
更
小
相
撲
部
、
平
舘
小
相
撲
部
、
西
根
中

学
校
相
撲
部
、
西
根
一
中
相
撲
部

通
し
て
の
世
代
間
交
流
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
平
舘
高
校
の
生
徒
は
、
学
校
で
の
活

動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
終
了
後

は
、
１
年
間
で
大
き
な
活
躍
を
見
せ
た
児

童
・
生
徒
や
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
右
の
と
お
り
で
す
。

優秀な成績を収め、表彰された児童・生徒の皆さん

い
ま
し
た
。

　
演
じ
た
民
生
委
員
か
ら
は
、「
頑
張
り
過
ぎ

て
悩
ん
で
い
る
の
で
、
た
だ
励
ま
す
よ
り
、『
つ

ら
か
っ
た
ね
』
と
共
感
し
た
方
が
い
い
こ
と

が
分
か
っ
た
」「
悩
み
を
否
定
せ
ず
に
聴
い
て

も
ら
え
る
と
、
心
が
軽
く
な
る
よ
う
だ
」な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
健
康
福
祉
課
健
康
推

進
係（
☎
・
内
線
１
１
７
４
）ま
で

各実践区がさまざまな取り組みを発表

　健康づくり推進大会が２月24日、西根地区市民
センターで開かれました。
　大会では、市保健推進協議会の工藤美智子会長
と市食生活改善推進連絡協議会の中軽米こう子会
長が、それぞれの団体の活動を紹介。また、群馬
大学大学院保健学研究科の山口晴保教授が、「老
化は走らない！認知症予防の秘

ひ

訣
けつ

」と題し、普段
の生活の中でできる認知症予防について講演を行
い、来場者は、紹介された予防方法に熱心に聴き
入っていました。また、会場では、健康に関わる
展示や軽食の販売などが行われ、多くの来場者で

■8020運動達成者（敬称略）
田村タミ（下町二区）、小笠原リサ（松川）、工藤ト
ミ子（中村）、工藤清（高宮）、髙橋安治（上平笠）、
髙橋エド（中郡）、髙橋久三郎（寄木新田）、藤村一
夫（細野）、小山田行雄（五日市１区）、小山田嘉太
郎（五日市２区）、安保勝雄（田山下）
■平成24年度歯・口の健康に関する図画・ポス
ター・標語コンクール（敬称略）
▶県歯科医師会表彰
【標語の部】　佐々木駿（大更小６年）
【図画の部】　角舘咲（柏台小１年）

にぎわっていました。
　なお、大会では、
健康に関する表彰も
行われました。
　受賞者は、右のと
おりです。

講師の山口晴保教授

80歳で20本以上の歯を持つ皆さんが表彰されました

食についてのパネルを展示

健康づくりに役立つ情報が満載でした
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